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＜連絡事項＞

・法人研修が7/4、7/5　17:30～18:30にあります。
　場所：メモリアルホール
　テーマ：｢食中毒と感染症予防｣
　講師：八戸市保健所（衛生課・保健予防課）
・４２号室のトイレの水を止めた為、使用禁止となっています。

＜患者様連絡事項＞

・松谷　さと子様～右肩に湿疹と掻痒感あり、スタッフ付き添いにて境皮膚科に受診。疥癬はないと診断されており、デルモゾール軟膏の塗布を継続の指示が出ている。引き続き皮膚状態の観察をしていきましょう。
＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～本日妄想発言は聞かれていない。作業中やホール内でニヤつきみられており「栄養失調が少し良くなった。」と話している。引き続き妄想言動に注意していきましょう。

・大久保　すい様～昨日は夕食後薬とvdsの錠剤のみ内服している。本日は「国会が飲まなくて良いって言った。」とやや易怒性あり、拒薬している。深澤Drとの面談については息子様が日程分かり次第連絡するとのこと。

・大橋　照子様～明日採血の予定となっている。貧血があるため、セット3と貧血セットを行う予定となっている。Hb低いため、鉄分を補える食品等を本人に買ってもらう、主治医から改めて貧血について説明し鉄剤を処方してもらう等検討が必要。

・犹守　佑太様～洗濯について、洗剤に毒が入っている、他の人が使った洗濯機は使いたくないと訴えあり、自己洗濯は難しい状況となっている。洗濯方法について家族と相談する必要がある。また、米飯を残すことがあり、「臭くて食べられない。」と発言聞かれている。食事摂取量や妄想言動に注意していきましょう。

＜田名部Ｄｒ診察＞

・袴田　将志様～水分を増やしてほしいと要求あり、2.5Lまでであれば良いと許可出ている。また、夜間眠れないと訴えあり、臨時薬クアゼパム15㎎→20㎎へ増量、他同内容にて7日分処方となる。

・若松　千代司様～風邪症状は落ち着いているためPL3.0中止となる。歩行の際、左に傾くと訴え聞かれている。お盆に姉様の所へ行きたいと外出要求あり。付添いがあれば可能と主治医より話している。

・石井　幸子様～体調や睡眠状況については「良いです。」と話している。青山荘入所については「無しにしてほしい。」と拒否あり。デイサービスについては拒否みられない。7/6家族面談があるため、方向性確認していく。臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・工藤　綾子様～胃痛・背部痛は軽減したと話しあり。性的妄想発言はないが、癌がある為癌の治療に専念したい、早めに退院して癌の治療の準備をしたいと訴え聞かれている。診察終了後、診察室に入って来られ、退院日を決める三者面談をしたいと日付まで指定している。主治医より、姉様が希望するのであれば面談は行っても良いと許可あり。臨時薬同内容にて7日分処方となる。
・堰合　健様～明日退院となっているため、臨時薬同内容にて15日分処方となっている。また、腰痛あり、スミルスチック1本処方となっている。今後付き合い等で少し位なら飲んでもいいか、シアナマイドの量を調節しても良いかと質問しており、主治医より控える様説明され、表面上では了承している。

＜皮膚科診察＞

・清水　徹様～掻痒感軽減している為タベジール中止となっている。

・續石　啓介様～臀部に表皮剥離した跡あり。アズノール塗布の指示あり。

・阿部　文香様～右足第2趾に陥入爪あり。ゲンタマイシン塗布の指示あり。

＜定期薬変更＞

・續石　啓介様～エビリファイ6㎎→3㎎に減薬となる。

・若松　千代司様～オランザピン5㎎→2.5㎎に減薬、クエチアピン(25)6T追加となる。

· 佐々木　睦子様～ロラゼパム(0.5)3Ｔ　3×→2Ｔ　2×

タスモリン(1)3Ｔ　3×→2Ｔ　2×　に減薬となる。

· 成田　賀枝様～ランソプラゾール(15)　1cup→ファモチジン(20)　1Tに変更となる。

・大橋　照子様～リスペリドンOD1mg→0.5mgに減薬となる。

